
広島県産業特集

原爆ドームと広島市街地

津山氏

　 年、中国地域の工場立地が件数
ベースで５年ぶり、敷地面積で４年ぶ
りに前年比で増加した。しかも伸び率
では全国でも最高だった。広島県は件
数で前年比 ％増の 件、敷地面積
でも同 ・５％増と高い伸びを示し
た。業種別では他県と同様、食料品が
最も多いが、金属製品や輸送用機械器

具といった業種の立地もあった。もと
より広島県は陸海空の交通ネットワー
クが整備されるなど立地条件で優位に
ある。また企業活動を支える大学など
の教育機関や公的研究機関が集積する
などのメリットもある。各地の産業団
地を紹介するとともに、企業誘致活動
についても紹介する。

中国電の福山太陽光発電所

福
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
順
調
累
計
平
均
利
用
１
７
・
４
％
記
録
中
国
電

高
機
能
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
引
き
合
い
増
え
る
広
島
ガ
ス

　
　

　
中
国
電
力
が
２
０
１
１
年

月
、
運
転
開
始
し
た
福
山
太
陽

光
発
電
所

福
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
、
広
島
県
福
山
市
、
出
力
３

０
０
０

３

が
順

調
に
稼
働
し
て
い
る
。
発
電
利

用
率
は
当
初
想
定
の

％
を
大

き
く
上
回
る
水
準
で
推
移
。
年

間
発
電
量
見
込
み
も
３
カ
月
残

し
て
ほ
ぼ
達
成
し
た
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、
拡
大
へ

向
け
た
取
り
組
み
の
象
徴
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　
福
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
運

開
し
た

月
に
平
均
利
用

・

９
％

月
間
合
計
発
電
量

万

６
４
７
０

時

だ
っ
た
が
、

２
月
に
は
同

・
２
％

同

万
６
８
５
０

時

、
４
月

に
は

％
を
超
え
る
利
用
率

・
１
％

同

万
３
３
６
０

時

を
記
録
し
た
。

　
５
月
も
引
き
続
き

％
の
大

台
を
確
保
、
梅
雨
期
の
６
月
に

は
同

・
３
％
に
落
ち
た
も
の

の
、
７
月
に
は

％
に
復
帰
、

８
月
は
同

・

７
％

同

万

７
１
７
０

時

を
た
た
き

出
し
た
。
年
間

発
電
電
力
量
も

見
込
み
の
約
３

６
８
万

時

を
、
８
月
末
ま

で
の
９
カ
月
間

で
約

％
ま
で

ク
リ
ア
し
て
い

る
。
一
般
的
な

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
利
用
率
は

％
程
度
と
い
わ

れ
る
中
で
、
累

計
平
均

・
４

％
は
特
筆
さ
れ

る
。
晴
天
小
雨

と
い
う
瀬
戸
内

海
地
方
の
立
地

条
件
に
も
恵
ま

れ
た
。

　
中
国
電
は
２

０
２
０
年
ま
で

に
１
万

程
度
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
建
設
す
る
方
針
で
、

年

月
の
運
開
で
山
口
県
宇
部

市
に
宇
部
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所

出
力
３
０
０
０

の

建
設
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

３
カ
所
目
に
つ
い
て
も
、
自
社

所
有
地
を
中
心
に
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　
同
社
は
再
生
可
能
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
風
力
発
電
の
導

入
拡
大
を
進
め
る
ほ
か
、
低
炭

素
社
会
を
目
指
し
て
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
水
力
発
電
も
見
直

し
て
い
る
。
河
川
維
持
流
量
を

活
用
す
る
発
電
所
と
し
て
は
、

１
９
５
５
年
以
来
、

年
ぶ
り

と
な
る
高
野
発
電
所

広
島
県

庄
原
市
、
出
力
１
４
０

を

月
に
運
開
す
る
。

　
た
だ
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
風

力
、
水
力
は
再
生
可
能
で
低
炭

素
と
い
う
魅
力
は
あ
る
が
、
原

子
力
や
火
力
と
比
べ
出
力
、
発

電
量
は
３
ケ
タ
も
４
ケ
タ
も
違

う
の
が
実
情
。
革
新
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
限
り
、
生

活
や
経
済
活
動
で
高
負
担
を
強

い
ら
れ
る
。
低
炭
素
社
会
の
実

現
も
遠
の
く
。
当
面
、
安
全
性

を
第
一
に
原
子
力
、
火
力
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
機
運
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高

ま
っ
て
い
る
。
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
電
力
不
足
問
題

が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
節

電
・
省
エ
ネ
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
消
費
者
の
意
識
も
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。
太
陽
光
発
電
や
風

力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
革
新
が
ど
こ
ま
で
進

み
、
普
及
拡
大
す
る
か
は
ま
だ

不
透
明
だ
。
実
際
、
こ
れ
ら
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
お
し
な
べ
て
高

コ
ス
ト
で
不
安
定
な
要
素
が
多

い
。
買
い
取
り
制
度
な
ど
政
策

的
な
後
押
し
が
な
け
れ
ば
限
界

が
あ
る
。
そ
れ
で
も
企
業
や
自

治
体
な
ど
の
動
き
は
活
発
だ
。

電
力
各
社
は
全
国
で
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
計
画
を
進
め
て
お

り
、
地
方
自
治
体
や
企
業
な
ど

も
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
想
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
大
き

な
市
場
に
な
る
可
能
性
は
高

い
。
広
島
県
内
で
も
そ
ん
な
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

省
エ
ネ
、
節
電
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
消
費
電
力
の
少
な
い

ガ
ス
機
器
が
注
目
さ
れ
、
購
買

意
識
が
変
化
し
て
い
る
。

　
と
く
に
、
電
力
需
要
の
お
う

盛
な
夏
冬
期
は
、
空
調

冷
暖

房

用
途
が
大
き
な
割
合
を
占

め
る
だ
け
に
、
そ
の
傾
向
が
高

い
。
電
力
使
用
量
の
低
減
、
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
へ
の
貢
献
と
と
も

に
、
電
力
負
荷
の
平
準
化
に
寄

与
す
る
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ

ア
コ
ン

Ｇ
Ｈ
Ｐ

に
、
商
業

施
設
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
オ
ー
ナ

ー
、
病
院
、
福
祉
施
設
関
係
か

ら
の
引
き
合
い
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
中
で
も
、
２
０
１

１
年
４
月
か
ら
の
市
場
投
入
と

な
っ
た
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア
コ

ン
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ア
」
は
、

別
名
「
ス
マ
ー
ト

＆
超
高
効
率
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
」
と
い

わ
れ
る
。
従
来
機

に
比
べ
、
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約

％

削
減
し
、
省
エ
ネ

性

１
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
比

較

も
年
間
最
大

％
向
上
し

て
い
る
。
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ
ア

コ
ン
史
上
最
も
進
化
し
た
機
器

と
称
さ
れ
て
い
る
。

　

年
４
月
か
ら
は
、
停
電
時

に
も
運
転
可
能
な
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ

ク
セ
ル
プ
ラ
ス

写
真
」
の
受

注
を
開
始
し
た
。
同
機
は
バ
ッ

テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て
お
り
、
停

電
時
に
、
冷
暖
房
と
と
も
に
、

あ
ら
か
じ
め
使
用
者
が
選
択
し

た
照
明

最
大
０
・
７

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
震
災
以
降
、
停
電
時
に
も
空

調
や
最
低
限
の
照
明
を
継
続
し

て
使
用
し
た
い
と
の
要
望
が
、

病
院
、
老
人
福
祉
施
設
、
賃
貸

オ
フ
ィ
ス
を
中
心
に
急
速
に
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ガ

ス
会
社
大
手
３
社

東
京
、
東

邦
、
大
阪

と
メ
ー
カ
ー
が
共

同
開
発
し
た
も
の
だ
。

　
広
島
ガ
ス
は
、
最
新
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
を
投
入
す
る
と
と
も
に
、
営

業
活
動
を
一
層
強
化
し
、
ガ
ス

空
調
の
普
及
を
目
指
す
。

誘
致
、
先
端
・
成
長
分
野
に
重
点

広
島
県

　
広
島
県
は
、
企
業
集
積
の

促
進
を
図
る
た
め
の
企
業
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
医
療
・
健
康

関
連
、
環
境
浄
化
分
野
な
ど

の
先
端
・
成
長
分
野
に
重
点

を
置
き
、
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

を
目
指
し
て
い
る
。
関
西
、

首
都
圏
の
企
業
と
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
・
強
化

図
り
、
広
島
県
内
へ
の
投
資

を
働
き
か
け
る
方
針
。

　
企
業
立
地
促
進
助
成
制
度

を
拡
充
し
た
。
工
場
建
物
の

新
築
を
伴
わ
な

い
機
械
設
備
の

更
新
な
ど
も
対

象
に
し
て
助
成

す
る
先
端
・
成

長
産
業
集
積
助

成
に
、
こ
れ
ま

で
の
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
加

え
、
医
療
・
健

康
、
環
境
浄
化

を
追
加
し
た
。

ま
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
企

業
な
ど
へ
の
復
興
助
成
を
１

年
間
延
長
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
に
策
定
し
た

ひ
ろ
し
ま
産
業
新
成
長
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
医
療
関
連
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
、
環
境
浄
化
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
目

指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
医

療
関
連
ク
ラ
ス
タ
ー
で
は

年
の
目
標
に
、
現
在
の
約

倍
の
製
品
出
荷
額
１
０
０
０

億
円
以
上
、
約
３
倍
の
医
療

機
器
製
造
許
可
事
業
所
１
０

０
社
以
上
を
掲
げ
て
い
る
。

県
内
企
業
の
事
業
拡
大
、
新

規
参
入
も
あ
る
が
、
県
外
か

ら
の
企
業
誘
致
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
。
助
成
制
度
を
整

え
、
重
点
的
に
投
資
を
呼
び

か
け
る
。

　
関
西
、
首
都
圏
で
市
町
と

連
携
し
て
企
業
立
地
セ
ミ
ナ

ー
を
開
き
、
個
別
企
業
訪

問
、
現
地
案
内
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
参
加
企
業
な

ど
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
企
業
情
報
の
収

集
、
県
内
投
資
に
向
け
た
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
広
島
大

学
が
大
阪
で
新
技
術
説
明
会

を
開
く
機
会
を
捉
え
て
、
関

西
・
中
部
地
域
の
企
業
を
対

象
に
「
広
島
県
・
広
島
大
学

の
医
工
連
携
説
明
会
・
情
報

交
換
会
」
を
初
め
て
開
い

た
。
県
営
産
業
団
地
を
中
心

に
立
地
環
境
、
優
遇
制
度
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
致
活
動
を

強
め
て
い
く
。

産
業
集
積
を
促
進

　
津
山
直
登
広
島
県
商
工
労

働
局
長

　
「
新
た
な
経
済
成
長
」
の

た
め
の
産
業
集
積
の
促
進
に

向
け
、
本
年
４
月
か
ら
企
業

立
地
助
成
制
度
を
拡
充
し
、

助
成
対
象
業
種
に
「
医
療
・

健
康
」
お
よ
び
「
環
境
浄

化
」
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
小
・
中
堅
企
業

の
事
業
高
度
化
や
新
分
野
へ

の
展
開
な
ど
を
目
的
と
し
た

設
備
投
資
や
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
影
響
に
よ
る
リ
ス
ク

分
散
の
観
点
か
ら
県
内
に
拠

点
を
設
け
る
企
業
へ
の
支
援

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
支
援
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
企
業
活
動
を

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ９月２７日 木曜日 　　


